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因子寄与 2．64 2．17 1．92 1．89 1．85 1．79


































困子寄与 2．10 1．59 0．92




































困子寄与 1．62 1．32 1．25





不眠認子 胃弱因子 保水霞子 媒冷國子 華奮因子 好糖菌子
無力依存 ．10 一．05 一 。01 ，01 ．03 ＊　．37
不安抑欝 ！　．48 ．01 一．26 一．24 ．01 ．15
几帳面 一，08 ．02 ．01 一　〇9 ．06 ．07
虚弱因子 ＊　。30 ．26 一．20 一。09 ，18 ．22
健皮因子 ！一．45 ．04 一．06 ．06 一．01 一，04





























































類型 1型 豆型 頂型 ］V型 V型 M型
n＝ 40 9 14 3 18 6
平均年齢 40．0 42．9 39．3 35．7 39．0 36．3




保水困子 ．19 一。60 一．54 一 1．91 ．77 一．46
好冷蜀子 一．03 一 ．03 ．22 1．38 一 ．34 ．04
華餐国子 一．48 一．67 ．55 1．59 ．69 ．Q4
好糖因子 ．15 。68 一。81 1．02 ，33 一 1。64
類型の命名 平均型 骨太型 壮健型 虚証型 滞水型 不照型
無力依存 ．00 ．14 一．36 1．02 ．25 一．64
不安抑欝 一．12 ．31 一．32 ．83 一．01 ．73
几帳颪 ．05 一．05 一．11 ．09 ．02 一　15
虚弱 一．23 。41 一．12 ．79 ．22 ．14
健皮 ．04 ．05 ．44 一．38 一．18 一，63
成人病 ．05 ．06 ．04 一．06 一．22 ．18
心身の特徴 最も一般的 がっしりして 快眠・快食・ 神経質、細 無汗で太らな 外胚葉系統が
で、比較的心 いるが賢腸は 快便？ 身、無力で幼 い、血践安定 不安定
身健常 弱い 弱的
各数値は困子得点の平均値（各々の類型を特徴づける体質因子の部分以外は小活字にしてある）e
調では「全身がだるい」との関連が強い。この結果から，どちらが因果関係の出発点かを決定する
ことはできないが，少なくとも熟睡不能と高不安傾向と全身倦怠という体質・性格・不調の表微が
ひとつのまとまりをなすことが示唆される。
　また保水因子に代蓑される「汗をかかず，午後に疲れず，のどが渇かず，ふだん薄着せず，食べ
ても太らない」体質では，不安抑灘傾向が少なく，成人病的不調の傾向が有意に少ない。特に高撫
圧のリスクが少ないようである。逆にいうと，汗かきで午後に疲れ獄渇があり薄着してすぐ太る体
質の持ち主は血圧に注意すべきであろうとの教訓が得られる。
　好糖因子（辛いものが嫌いで，ふだん薄着せず，甘党）では，性格的に無力依存傾向との相関が
有意に高く，不活発で，身体虚弱にも若干の関連があるようである。これについての魍果の方向は，
いずれの可能性も残されているが，心身両面の共通基盤に幼弱的傾向が潜んでいるのかもしれない。
　これら以外では，体質的に霧弱傾向のあるものは一般健康状態がよくない傾向とともに，不思議
にも「ひとりで静かにしているのが好き」ではないらしい。もちろん，このことは無理にひとりで
静かにしていれぽ胃腸が丈失になるということを保証しないが，精神分析でよく指摘される口愛的
な寂しがりやの性格と関連するのかもしれない（ただし胃弱因子は小食傾向も含む）。
　否定的な結果としては，華奢な，あるいは寒冷を好む体格・体質の因子は特に性格や身体不調と
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関連ぜず，また几帳面な性格函子も体質や身体不調と特翔な椙関を示さない。経験的にもr柳に雪
折れなし」と「薄柳の質1はともに知られているし，「冬の好きな元気者」もおれぽ「夏に弱い虚
弱者」も存在する。華奢だから，あるいは冷たいものが好きだからといって性格は一律とはいえな
い。また，強迫傾向者にとりわけ特徴的な体質や持病というものも知られていない。
　以上は，欄々の項臼や因子の間の関連であるが，そのどれかが突出している鰯人もあれぽどれも
低い，ないし顕著な個人もある。そこで，おおよそどんな体質類型が現に存在するのかを晃るため
にクラスター分析を行った。結果は6型に分類でき，その体質の特徴と性格や不調との関係を検討
することが可能となる。
　もっとも多数を占めるのが「平均型（n＝40）」で，これに近縁なクラスターが「骨太型（nx9）」で
ある。これらがA群で，漢方の実性体質に近い。ともに体格はよいが，骨太型は胃弱囲子が高い。
　ついで，対照的な「壮健型（nx14）」と「虚証型（R・3）」があり，ともにB群に属する。繭者は，
心身ともに活発快調らしくアーLルヴェーダで謂うカバ（カファ）優位体質に似ている。後者は，
虚弱の質で，漢方で虚性とみなされる体質に相轟するだろうが，むしろ神経衰弱状態に透い。この
両者が，性格や不調の因子で対極であるのに岡じ上位クラスターのB群体質に属するのは，保水因
子，好冷因子，華奢因子など力洞じ方向であることによる総合的な距離の小ささによるものかと思
われる（ともに汗かき・寒冷好き・細身の傾向）。
　これらA群B群の4型と離れたクラスターとして，C群のf滞水型（n＝　18）」と「不眠型（nx6）」
がある。前老は壮健とは言えないもののスリムで成人病のジスクがもっとも少なく，後春が惣立的
だが緊張高く，不眠傾向と身体不調，特に皮慮が弱く，外胚葉系統にハンディキャップを有するら
しい。C群の両者はヂ不眠傾陶，やせ型，無汗，辛党，心配性」など，アーユルヴェーダのヴァー
タ優鮭体質と共通する部分が多いが，かなりニュアンスの異なる2下位群から成ることがわかる。
　これらの結果から，およそ全体の一割ぐらいを占める熟睡困難と心身不調のケースには，質的に
異なった2タイプ（B群の「虚証型」とC群の「不眠型」）があることが示唆され，一応健鴬とさ
れる老には，まったく元気な「壮健型」が二割弱，もっとも多い呼均型」が四割強，虚弱に見え
て長持ちしそうな「滞水型」が二割，体格のわりに胃腸の弱いド骨太型」が一割，といった比率で
見られることがわかる。
　各伝承医学で重視されてきた類型とほぼ一致するクラスターもいくつか得られが，これはおそら
く気づかれやすいゲシュタルトを示す体質類型のために古典蒔代より注譲されてきたのであろう。
しかし，伝承医学のどの体系も観念的すぎるためか，そのどれかひとつで一般人口の体質類型を網
羅的かつ整合的に記述することには成功していないようである。
5．結語
成人期の女性が恒常的に示す体質徴候と，安定した鮭会的反応様式である性格，および身体疾患
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の網羅傾向との間には，なんらかの関連があると思われる。これは太古より臼常や臨床の場で経験
的に知られてきたことであるが，最近まで，3領域に関して同時かつ総合的に科学的な検討が加え
られることは少なかった。
　今圓の調査によって，いくつかの体質徴候が性格や身体不調と関連することが示唆されたが，そ
の中には，同語反復的に当然なものから，意外に気づかれにくい樒関までが含まれていた。このこ
とは，漠然と経験的に気づかれること以外にも，なお多くの心身関連現象がR常生活の中に潜んで
いることを示している。
　また，女性の体質は大きく3群に分かれ，その各々に2つの下位群が含まれることが示され，さ
らに，それぞれの体質タイプの特微についても検討された。一部のクラスターでは，伝承医学にお
いて重視される類型と多くの特徴を共有するものもみられた。しかし，最大多数を占める類型は特
微に乏しい平均型であり，それ以外にも伝承的類型論から外れるタイプがある。主として健常者か
ら成る標本については，ひとつの古典臨床理論の枠組みで翻り切れるものではなさそうである。
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